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 論文内容の要旨  
 

本博士論文は、野球選手の肘障害である肘尺側側副靭帯（UCL）損傷と腰部障害である腰椎分

離症に対する理学療法による治療成績の向上に向けて実施された基礎的研究であり、8 章から構

成されている。 
第 1 章では序論として、研究の背景、動向、および問題の所在を整理した上で、これらの課題

を解決するために本論文で採用した手法および研究の目的について述べた。 
第 2 章から第 5 章は UCL 損傷に関連した研究である。第 2 章では、UCL 遠位部と近位部損傷

の違いを明らかにするため、遠位部損傷 4 人、近位部損傷 16 人を対象として腕尺関節のアライメ

ントを検討した。その結果、外反アライメントに違いはなかったが、遠位部損傷が過内旋アライ

メントであることが明らかとなった。第 3 章では、投球時に肘に加わるトルクを制動する機能を

有する浅指屈筋の各指の起始部構造を明らかにするため、ホルマリン固定標本 20 肘を解剖した。

その結果、浅指屈筋の筋腹は 3・4 指と 2・5 指に分かれ、起始部が異なることが明らかになった。

この結果を踏まえ、第 4 章では、それぞれの筋腹のトルク制動機能を明らかにするため、シール

固定標本 13 肘を対象にトルクに対する挙動を検討した。その結果、3・4 指と 2・5 指はどちらも

トルクの制動に関与することが示された。そこで、第 5 章では、ヒト生体における浅指屈筋の働

きを明らかにするため、中学および高校野球投手 26 人を対象として、各指の浅指屈筋筋力と球速

との関係を検討した。その結果、2 指および 3 指の浅指屈筋筋力が球速と有意な正の相関を示し

た。この結果から、解剖学的な観点からは 3・4 指と 2・5 指の組み合わせで構成されるが、機能

的な観点では 2 指および 3 指のトレーニングが重要である可能性が示唆された。 
第 6 章と第 7 章は腰椎分離症に対する研究である。第 6 章では、両側腰椎分離症（以下「両側」）

と片側腰椎分離症（以下「片側」）の骨折線角度および脊柱アライメント（腰椎前弯角と仙骨傾斜

角）の違いを明らかにするために、両側 23 人と片側 15 人を比較した。その結果、両側の骨折線

角度は片側より有意に低く、腰椎前弯角は有意に高い値を示した。この結果から、両側は伸展、

片側は回旋に着目した介入を行う必要があり、さらに両側においては腰椎過前弯にも着目した介

入が求められる可能性が示唆された。第 7 章では、上肢の挙上に伴う脊柱アライメントの変化に
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ついて、腰椎分離症と健常者の違いを明らかにするため、腰椎分離症 8 人と健常者 8 人を対象に

比較した。その結果、腰椎分離症は下垂位の段階で仙骨傾斜角が高値を示し、上肢挙上に伴う変

化量が小さいことが明らかになった。 
第 8 章では、総合議論により本研究の総括をおこなった。一連の研究により、障害部位ごとに

適切な介入方法が異なる可能性が示され、理学療法において障害部位に応じた個別の介入アプロ

ーチが必要であることが明らかとなった。また、解剖学的知見に基づく介入や、肢位が介入効果

に与える影響の可能性も示された。さらに、今後の展望として患者を対象とした介入研究の必要

性などが示された。 
 
 

論文審査の結果の要旨 

 

本論文は、野球選手に多くみられるスポーツ障害の肘尺側側副靭帯（UCL）損傷と腰椎分離症の理学

療法に関し、治療成績の向上に向けた基礎的知見を明らかにするものである。本論文では、遺体を用い

た構造・機能の評価、患者の画像データを用いた関節アライメントの分析、野球選手を対象とした機能評

価などがおこなわれ、基礎医学的およびスポーツリハビリテーション的視点から科学的根拠に基づいて論

じられていた。 

研究の手法に関しては、まず、先行研究のレビューに基づき、適切な研究課題が設定されていた。具

体的には、UCL 損傷患者を対象とした損傷部位によるアライメント評価（第 2 章）、遺体を対象とした浅指

屈筋の構造と機能の検討（第 3 章と第 4 章）、野球選手を対象とした球速と浅指屈筋筋力との関係の検

討（第 5 章）、腰椎分離症患者を対象とした損傷部位による脊柱アライメントと骨折線角度の比較（第 6

章）、腰椎分離症患者と健常者を対象とした上肢挙上に伴う脊柱アライメントの評価（第 7 章）といった多

面的なアプローチが用いられている。これらの研究は方法論上の問題はなく、また、倫理的配慮につい

てもデータの収集や分析および公表において OECD ガイドラインやヘルシンキ宣言等に準拠して適切に

実施されていた。 

研究の新規性として、腕尺関節の回旋アライメントの定量化、両側性と片側性腰椎分離症の骨折線角

度の比較、上肢挙上に伴う脊柱アライメントの検討などが挙げられ、これらは従来検討されてこなかった

領域に新たな知見を提供する貴重な研究成果である。研究の有用性として、UCL 遠位部損傷が腕尺関

節の過内旋位アライメントと関連することを示し、理学療法介入に新たな視点を示した点が挙げられる。さ

らに、両側性腰椎分離症では骨折線角度が小さいことが示され、両側性は腰椎の伸展、片側性では腰

椎の回旋に着目すべき可能性が示唆された。これらの知見はスポーツ障害の治療方針の改善に寄与す

るものであり、今後の研究展開が期待される。今後は本研究の結果を基に患者を対象とした理学療法の

実施とその治療成績の評価を行い、エビデンスの蓄積を図ることで、理学療法の発展に寄与することが

期待される社会的意義の高い研究である。 

なお、これらの研究はいずれも申請者が筆頭著者である査読制度のある学術誌に掲載された以下の 6

報の論文に基づいて構成されている。 
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